
尾張旭市人口問題対策本部会議の進捗状況

　尾張旭市は、人口問題対策を着実に推進し本市の活力を維持していくため、令和５年５月に市長
を本部長とする「人口問題対策本部」を設置しました。
　令和5年度は、４回の本部会議を行いましたので、検討結果と現時点の進捗状況を公表します。　　　　
　各本部会議での共有事項や検討結果は次のとおりです。

１.本部会議開催の経過

第１回本部会議
（R5.6）

• 国・愛知県・尾張旭市の人口動態等について数値的側面から現状
や将来推計について確認

• 本市では、平成2８年頃から自然減が続いているが、社会増の規
模により、人口は増減を繰り返している。将来的には緩やかに減
少していくと推計

現状の把握

• 本市の課題を検討・整理した課題案を作成
• 各課等において内容を確認し、再整理

課題の整理
第２回本部会議

（R5.9）

• 人口減少等に伴う課題に対する取組案及び人口減少を抑制する
ための取組案を検討

• 各課等において、現在実施している取組、今後実施予定の取組、
追加の取組を確認・検討し、再整理

取組案の検討

第３回本部会議
（R5.１２）

• 「人口問題に係る課題の整理及び取組一覧」を作成

取組一覧の作成（裏面に概要を記載）
第４回本部会議

（R６.３）

• 全国で７４４自治体が「消滅可能性自治体」に
• 本市は、「その他の自治体（自然減対策が必要）」に該当

地方自治体「持続可能性」分析レポート (R6.4人口戦略会議)

　令和６年度　→

　令和７年度　→　

• 上記の結果を受け、重点的に取り組む分野や令和７年度に実施す
る取組を検討

• 転入者・転出者アンケートにより社会増減の理由の分析を開始

• 令和６年度に検討した取組を実施
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高齢者

２.各分野の主な課題及び代表的な取組一覧

　１２の分野を設定し、各分野に生じる課題を検討しました。また、課題ごとに代表的な取組を掲載し
ております。

分野 主な課題 実施している取組 今後検討する取組

• 要介護認定者の増加　

• 医療介護連携の必要性の増
加　　　　　　　　　

• タクシー券の発行

• 地域医療と介護関係者の情
報共有の支援      　　　　　等　　　　　　　　　　　　　　　　

• さらなる健康づくりの推進
• 多職種間での連携強化　
　　　　　　　　　　　　　　　　　等　

• 重層的な支援及び総合的な
相談の必要性増加

• 孤独・孤立の増加
福祉

• 福祉相談窓口の設置の検討
• 見守りサービス事業の実施　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

• 福祉相談窓口の設置
• 高齢者の見守り体制の整

備・強化　　　　　　　　　　等

子育て
• 子育て支援に関する需要の

変化
• リフレッシュ一時保育の実施
• 待機児童対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

• こども誰でも通園の実施
• 施設改修、保育士配置基準

の見直しへの対応　　　　等

• 児童生徒数の減少
• 部活動の選択肢の減少教育

• 特色ある学校づくり
• 小中学校部活動地域移行検

討　　　　　　　　　　　　　　　等

• 学校施設複合化等の地域と
の連携

• 部活動外部指導者等の拡充　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

都市基盤
• 名鉄瀬戸線沿線の住宅需要

拡大への対応
• 空き家の増加　　　　　　　

• 駅周辺の再整備とエリアの
価値向上

• 空き家の総合相談窓口　　等

• 居住地としてのブランド
コンセプト検討

• 空き家の流通促進　　等

公共交通 • 社会変化を見据えた対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

• デマンド交通の実証実験実
施の検討　　　　　　　　　　　等

• デマンド交通の調査研究
　　　　　　　　　　　　　　等

• 活躍の場や機会の創出
• 地域行事の継続危機

　　　　　　　　　　　　　　　　

地域
コミュニティ

• 活動補助金の交付
• 自治会等への加入促進活動

支援　　　　　　　　　　　　　　等

• 自治会等活動の周知・啓発
• 自治会等への助成金・補助

金の見直し　　　　　　　　 等　

消防

• 救急車の要請需要の増大
　　　

　　　　　　　　　　　　　

• 予防救急業務の実施
• 全国版救急受信アプリの推

進　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　等

• 名古屋市との指令センター
共同運用

• 高齢者の見守り体制の整
備・強化　　　　　　　　　等

公共施設

• 需要の変化を見据えた施
設・サービス内容の検討

• 市街地再開発事業の推進
• 各種計画に基づく整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　等

• 利用者の需要の変化に対
応したサービスの検討

• 公共施設等総合管理計画
の見直し　　　　　　　　　　等

産業
• 人材の不足

• 新しいビジネスチャンスへ
の対応　　　　　　　　　　　

• 異業種交流会の開催

• 旭色プロジェクトの実施
  　　　　　　　　　　　　　　　　等

• 市民向けの工場（企業）見学
• 各種認定等の取得に対する

報奨制度の創設　　　　等

税収
• 個人市民税の減少 • ふるさとハローワーク支援

• 創業セミナー・フォロー研修　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

• 創業者に対する補助制度
の創設　　　　　　　　　　等

その他
• まちの認知度向上が必要 • 市の取組や魅力の発信

　　　　　　　　　　　　　　　　　等

• 子育て・市内企業・暮らし
等の魅力を発信　　　　等

問い合わせ先／尾張旭市役所　企画部企画課政策企画係（愛知県尾張旭市東大道町原田2600番地1）
電話／ 0561-76-8104（直通）　メール／ kikaku@city.owariasahi.lg.jp



緊急対策で待機児童０を達成！～さらに保育定員を拡充します～

１ 待機児童の状況

本市の待機児童数は、令和２年度以降、減少傾向にありましたが、令和６年４月１日時点の待

機児童数が、増加に転じることが想定されたため、緊急の対策として、令和６年７月から小規模

保育事業所を１ヶ所開設する予定です。

これにより、令和６年7月１日時点の待機児童数が０になる見込となりました。

２ 令和７年度以降に向けての対策

共働き世帯の増加などにより、今後も保育需要が伸びることが想定されるため、令和７年度以

降に待機児童が発生しないよう、小規模保育事業所及び民間保育所等を新たに整備します。

もっと「子育てしやすいまち」へ、スピード感を持って子育て支援の取組を進めます。

３ 保育所等運営事業者の公募

令和６年６月３日から、以下のとおり保育所等運営事業者の公募を開始します。

⑴ 小規模保育事業所（０歳から２歳児）

【開設予定日】令和７年４月１日 【利用定員】１５～１９名程度

⑵ 認可保育園又は認定こども園（０歳から５歳児）

【開設予定日】令和８年４月１日 【利用定員】８０～１３０名程度

担当 【保育所等整備計画関係】こども子育て部こども未来課こども政策係（長瀬）

0561-7６-8148（直通）

【保育所等公募関係】 こども子育て部保育課庶務係（西尾）

0561-76-8147（直通）
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職員の提案による「チャレンジ事業」

１ 事業の概要

チャレンジ事業は、職員の新たな発想や斬新なアイデアを募り、それらを市政に生か

す取組として、市長の指示のもと、令和５年度からスタートしました。

この事業は、職員の意欲の喚起やチャレンジする職場風土の醸成を図るとともに、市

民サービスの向上や市のブランド価値の向上につなげることをねらいとしています。

２ 令和６年度の取組（令和５年度の取組は裏面のとおり）

⑴ 募集する事業

ア 市のブランド価値の向上など、市の発展に資するもの

イ 市民サービスの向上に資するもの

ウ 業務の効率化に資するもの

⑵ 事業の提案

自部署の業務に関する事業について、課等の単位での提案を募集します。また、複

数の課等で連携した共同提案も可能です。

⑶ 提案内容の審査

提案者によるプレゼンテーションを通じて審査を行います。なお、審査者は、市長

のほか、副市長、教育長、企画部長、総務部長の５名です。

⑷ スケジュール

ア 募集期間 ５月２０日（月）～６月１７日（月）

イ 審査期間 ６月下旬～７月上旬（採択候補事業の決定は７月中旬頃）

⑸ 予算措置

採択候補事業の実施に係る状況に応じて、補正予算又は翌年度の当初予算で対応予

定です。

⑹ その他

市民からの意見を募集する事業に指定された「市制５５周年記念事業」の意見募集

については、広報への掲載、関係団体へのヒアリングなどを想定しています。今後、

採択された事業内容に応じて具体的な方法を検討し、進めていきます。

今年度の新たな取組

⇒ ①市制５５周年記念事業、②移住・定住につながる人口問題対策事業、③産学公

連携に関する事業について、積極的な事業提案を募集します。

⇒ 市制５５周年記念事業については、市民のアイデアを反映させ、提案内容をブラ

ッシュアップする新たな試みとして、市民からの意見を募集する事業を採択候補事

業の中から指定します。
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（参考）令和５年度の実績（２回募集を実施）

１ 実施状況

２ 予算化の状況

⑴ ブランド価値の向上など市の発展に資するもの：１６事業

⑵ 市民サービスの向上に資するもの：６事業

⑶ ＤＸの推進、業務の効率化に資するもの：６事業

チャレンジ事業一覧表（令和５年度審査分）

No 事業名 予算措置 区分 R6※ 課等名

1 広報力強化事業 R5.9月補正 ブランド・発展 あり
広報広聴課
（現：広報戦略課）

2 トンガ王国交流事業 R5.9月補正 ブランド・発展 あり 多様性推進課

3 産業振興ネットワーク形成促進事業 R5.9月補正（繰越） ブランド・発展 ー 産業課

4 ふるさと大使事業 R5.9月補正（繰越） ブランド・発展 ー
産業課
(R6広報戦略課へ移管）

5 地域間交流ツアー事業 R5.9月補正（繰越） ブランド・発展 ー 産業課

6 あさぴー体操リニューアル配信事業 R5.9月補正（繰越） ブランド・発展 ー 保育課

7 学校ホリデースポーツイベント R5.9月補正 ブランド・発展 あり 文化スポーツ課

8 市役所庁舎ＢＧＭ導入事業 R5.9月補正 市民サービス向上 あり 総務課

9 ペット同室避難実証実験事業 R5.9月補正 市民サービス向上 あり 危機管理課

10 読書等応援事業 R5.9月補正 市民サービス向上 なし 図書館

11 財務データ分析・可視化事業 R5.9月補正 ＤＸ推進・効率化 あり 財政課

12 営繕業務ＤＸ推進事業 R5.9月補正 ＤＸ推進・効率化 あり 財政課

13 生活保護ケースワーク支援事業 R5.9月補正 ＤＸ推進・効率化 あり 福祉課

14 採点システム導入事業 R5.9月補正 ＤＸ推進・効率化 あり 学校教育課

15 あさぴー２０周年お祝い事業 R5.12月補正（繰越） ブランド・発展 ー 広報広聴課

16 飲食店応援同窓会補助事業 R5.12月補正（繰越） ブランド・発展 ー 産業課

17 着地型観光商品開発事業 R5.12月補正（繰越） ブランド・発展 ー 産業課

18 消防グッズ製作事業 R5.12月補正（繰越） ブランド・発展 ー 消防署

19 若年層向け生ごみ減量講習会事業 R5.12月補正（繰越） 市民サービス向上 ー 環境課

20 児童館開館時間延長事業 R5.12月補正（繰越） 市民サービス向上 ー こども課

21 学校給食紹介映像制作事業 R5.12月補正（繰越） ＤＸ推進・効率化 ー 学校給食センター

22 おいしい紅茶のまちアンバサダー事業 R6当初 ブランド・発展 ー 産業課

23 福祉共生型ゲーム制作事業 R6当初 ブランド・発展 ー 福祉課

24 らくらく筋トレ体操２０周年記念事業 R6当初 ブランド・発展 ー 健康課

25 祖父母世代のための孫育て応援事業 R6当初 ブランド・発展 ー こども未来課

26 下水道マンホール蓋を活用したPR事業 R6当初 ブランド・発展 ー 下水道課

27 子育て支援センターあそび空間整備事業 R6当初 市民サービス向上 ー 子育て相談課

28 デジタルミュージアム事業 R6当初 ＤＸ推進・効率化 ー 文化スポーツ課

※R6：令和6年度の事業実施予定

１次募集 ２次募集

募集期間 5/15～6/20 5/15～7/10

審査期間 6/29～7/10 8/22～9/4

審査件数 39 件 24 件

採択事業 19 事業（うち予算化 16 事業） 14 事業（うち予算化 12 事業）

提案職員 95 人（実数 82 人）・26 部署 60 人（実数 51 人）・18 部署

※１次・２次募集通じての実数は 112 人


